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題

名 
SH7125グループ、SH7124グループのハードウェアマニュアル 
の誤記訂正 情報分類 技術情報 

対象ロット等
適

用

製

品 

・ SH7125グループ 
    
・ SH7124グループ 
    

全ロット 
関連資料

・SH7125グループ、SH7124グループ
ハ ー ド ウ ェ ア マ ニ ュ ア ル

(RJJ09B0249-0300 Rev.3.00) 

 

 SH7125グループ、SH7124グループのハードウェアマニュアルについて誤記がございましたので、 

訂正のご連絡を致します。詳細は、以下をご参照ください。 

 

 ＜誤記訂正内容＞ 

｢第 5章 例外処理｣ 表 5.6バスサイクルとアドレスエラーのバスサイクルの内容を以下のように修正します。 

【変更前】 
バスサイクル 
種類 バスマスタ 

バスサイクルの内容 アドレスエラーの 
発生 

偶数アドレスから命令をフェッチ なし (正常) 
奇数アドレスから命令をフェッチ アドレスエラー発生 
内蔵周辺モジュール空間以外から命令をフェッチ なし (正常) 
内蔵周辺モジュール空間から命令をフェッチ アドレスエラー発生 

命令フェッチ CPU 

シングルチップモード時に外部メモリ空間から命令をフェッチ アドレスエラー発生 
ワードデータを偶数アドレスからアクセス なし (正常) 
ワードデータを奇数アドレスからアクセス アドレスエラー発生 
ロングワードデータをロングワード境界からアクセス なし (正常) 
ロングワードデータをロングワード境界以外からアクセス アドレスエラー発生 
ワードデータ､バイトデータを内蔵周辺モジュール空間でアクセス なし (正常) 
ロングワードデータを 16ビットの内蔵周辺モジュール空間でアクセス なし (正常) 
ロングワードデータを 8ビットの内蔵周辺モジュール空間でアクセス なし (正常) 

データ 
読み出し／ 
書き込み 

CPU 

シングルチップモード時に予約空間をアクセス アドレスエラー発生 
 

【変更後】 
バスサイクル 
種類 バスマスタ 

バスサイクルの内容 アドレスエラーの 
発生 

偶数アドレスから命令をフェッチ なし (正常) 
奇数アドレスから命令をフェッチ アドレスエラー発生 
内蔵周辺モジュール空間以外から命令をフェッチ なし (正常) 

命令フェッチ CPU 

内蔵周辺モジュール空間から命令をフェッチ アドレスエラー発生 
ワードデータを偶数アドレスからアクセス なし (正常) 
ワードデータを奇数アドレスからアクセス アドレスエラー発生 
ロングワードデータをロングワード境界からアクセス なし (正常) 
ロングワードデータをロングワード境界以外からアクセス アドレスエラー発生 
ワードデータ､バイトデータを内蔵周辺モジュール空間でアクセス なし (正常) 
ロングワードデータを 16ビットの内蔵周辺モジュール空間でアクセス なし (正常) 

データ 
読み出し／ 
書き込み 

CPU 

ロングワードデータを 8ビットの内蔵周辺モジュール空間でアクセス なし (正常) 
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｢第 8章 バスコントローラ(BSC)｣ 表 8.1アドレスマップを以下のように修正します。 

 

【変更前】 
サイズ アドレス メモリ種類 

128KB版 64KB版 
バス幅 

H’00000000~H’0000FFFF 64KB 
H’00010000~H’0001FFFF 

内蔵 FLASH 128KB 
予約 

32 

H’00020000~H’83FFFFFF 予約 － － － 
H’84000000~H’8400FFFF 64KB 
H’84010000~H’8401FFFF 

内蔵 FLASH書き込み領域 128KB 
予約 

8 

H’84020000~H’FFF9FFFF 予約 － － － 
H’FFFFA000~H’FFFBFFFF 内蔵 RAM 8KB 8KB 32 
H’FFFFC000~H’FFFFFFFF 内蔵周辺 I/O 128KB 64KB 8/16 
 

【変更後】 
サイズ アドレス メモリ種類 

128KB版 64KB版 
バス幅 

H’00000000~H’0000FFFF 64KB 
H’00010000~H’0001FFFF 

内蔵 FLASH 128KB 
予約 

32 

H’00020000~H’FFFF9FFF 予約 － － － 
H’FFFFA000~H’FFFBFFFF 内蔵 RAM 8KB 8KB 32 
H’FFFFC000~H’FFFFFFFF 内蔵周辺 I/O 128KB 64KB 8/16 
 

 

｢第 9章 マルチファンクションタイマパルスユニット 2(MTU2)｣ 図 9.64 外部入力による出力相の切り換え動作例(2)を以下の

ように修正、追加します。 

 

 外部入力による出力相の切り換え動作例 

【変更前】 

■BDC=1、N=1、P=1、

TIOC0A端子 外部入力

TIOC0B端子 

TIOC0C端子 

TIOC3B端子 

TIOC3D端子 

TIOC4A端子 

TIOC4C端子 

TIOC4B端子 

TIOC4D端子 

6相出力 
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【変更後】 

■BDC=1、N=1、P=1、FB=0、出力のアクティブレベル ； Highの場合 

TIOC0A端子 外部入力

TIOC0B端子 

TIOC0C端子 

TIOC3B端子 

TIOC3D端子 

TIOC4A端子 

TIOC4C端子 

TIOC4B端子 

TIOC4D端子 

6相出力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6相出力 

TIOC4D端子 

TIOC4B端子 

TIOC4C端子 

TIOC4A端子 

TIOC3D端子 

TIOC3B端子 

TIOC0C端子 

TIOC0B端子 

外部入力 TIOC0A端子 

■BDC=1、N=0、P=1、
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 UF、VF、WFビット設定による出力相の切り換え動作例(2) 

 

【変更前】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【変更後】 

  

■BDC=1、N=1、P=1、FB=1、出力のアクティブレベル ； Highの場合 

UFビット TGCR 

ＶＦビット 

ＷＦビット 

TIOC3B端子 

TIOC3D端子 

TIOC4A端子 

TIOC4C端子 

TIOC4B端子 

TIOC4D端子 

6相出力 

■BDC=1、N=1、P=1、

UFビット TGCR 

ＶＦビット 

ＷＦビット 

TIOC3B端子 

TIOC3D端子 

TIOC4A端子 

TIOC4C端子 

TIOC4B端子 

TIOC4D端子 

6相出力 
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■BDC=1、N=0、P=1

6相出力 

TIOC4D端子 

TIOC4B端子 

TIOC4C端子 

TIOC4A端子 

TIOC3D端子 

TIOC3B端子 

ＷＦビット 

ＶＦビット 

TGCR UFビット 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｢第 9章 マルチファンクションタイマパルスユ

御の 7行目について以下のように修正します。 

 

 この設定にした場合は、バッファ転送許可期間

 

 この設定にした場合は、バッファ転送許可期間

割り込み発生からバッファレジスタの書き込みタ

レジスタからジェネラルレジスタへの転送タイミ
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 、FB=1、出力のアクティブレベル ； Highの場合 

ニット 2 (MTU2)｣ の P9-131 (c)の割り込み間引きと連動したバッファ転送制

【変更前】 

以外ではバッファレジスタからテンポラリレジスタへの転送を行いません。 

【変更後】 

以外ではバッファレジスタからテンポラリレジスタへの転送を行いません。 

イミングにより、バッファレジスタからテンポラリレジスタおよびテンポラリ

ングが 2種類あります。 
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｢第 9 章 マルチファンクションタイマパルスユニット 2 (MTU2)｣の図 9.71 バッファ転送を割り込み間引きと連動する設定

(BTE1=1､ BTE0=0)した場合の動作例について以下のように修正します。 

 

【変更前】 

TCNT_3  

TCNT_4  

【注】 * 山でのバッファ転送を選択 

      間引き回数を 3回に設定 

      Ｔ3ＡＥＮを 1に設定 

ジェネラルレジスタ 

テンポラリレジスタ 

バッファレジスタ 

バッファ転送許可期間 

×  ○  

○  ○  

Data* 

Data* Data2

Data2

Data2Data1Data* 
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【変更後】 
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(1)TGIA_3割り込みから 1キャリア以内にバッファレジスタの書き換えを行ったとき
  

バッファレジスタの書き換えタイミング 

TGIA_3割り込み発生 TGIA_3割り込み発生 

Data 

Data 

Data 

Data1 

Data1 

Data1 

2  

2  0  1  0  1  

TCNT_3 

TCNT_4 

バッファレジスタの書き換えタイミング 

Data2 

Data2 

Data2 

(2)TGIA 割り込みから1キャリア経過後にバッファレジスタの書き換えを行ったとき

 
 

TITCR[6:4] 

 

 

 
_3
T

 
許可期間 

TITCR[6:4] 

バッファレジスタ

 

 

【注】 * 山でのバッファ転送を

     間引き回数を 2回に

     T3AENを 1に設定 
バッファ転送
許可期間
TITCNT[6:4]
バッファレジスタ
テンポラリレジスタ
コンペアレジスタ
バッファレジスタの書き換えタイミング 

GIA_3割り込み発生 TGIA_3割り込み発生 
バッファ転送
2  
TITCNT[6:4]
 2  0  1  0  1  

Data Data1 
Data Data1 
テンポラリレジスタ
Data Data1 
コンペアレジスタ
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選択 

設定 
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｢第 9 章 マルチファンクションタイマパルスユニット 2 (MTU2)｣の図 9.72 タイマ割り込み間引き設定レジスタ(TITCR)の

T3AEN、T4VENビットの設定とバッファ転送許可期間の関係について以下のように修正します。 

 

【変更前】 

【注】 *  間引き回数を 3回に設定 

3 

3 

3 

3 

2 

2 

1 

1 

2 

2 

1 

1 0 

0 

0 

0 

0 

バッファ転送許可期間
(T3AEN/T4VENを 1に設定)

バッファ転送許可期間
(T4VENを 1に設定)

バッファ転送許可期間
(T3AENを 1に設定)

間引き回数カウンタ 
4VCNT

間引き回数カウンタ 
3ACNT

 

 

【変更後】 

【注】 *  間引き回数を 3回に設定 

3 

3 

3 

3 

2 

2 

1 

1 

2 

2 

1 

1 0 

0 

0 

0 

0 

バッファ転送許可期間
(T3AEN/T4VENを 1に設定)

バッファ転送許可期間
(T4VENを 1に設定)

バッファ転送許可期間
(T3AENを 1に設定)

間引き回数カウンタ 
4VCNT

間引き回数カウンタ 
3ACNT
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｢第 12章 シリアルコミュニケーションインターフェース(SCI)｣ 表 12.2 レジスタ構成の初期値を以下のように修正します。 

 

【変更前】 
チャネル レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセスサイズ 

0 シリアルポートレジスタ_0 SCSPTR_0 R/W H’0x H’FFFFC00E 8 
1 シリアルポートレジスタ_1 SCSPTR_1 R/W H’0x H’FFFFC08E 8 
2 シリアルポートレジスタ_2 SCSPTR_2 R/W H’0x H’FFFFC10E 8 

 

【変更後】 
チャネル レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセスサイズ 

0 シリアルポートレジスタ_0 SCSPTR_0 R/W H’01 H’FFFFC00E 8 
1 シリアルポートレジスタ_1 SCSPTR_1 R/W H’01 H’FFFFC08E 8 
2 シリアルポートレジスタ_2 SCSPTR_2 R/W H’01 H’FFFFC10E 8 

 

 

｢第 12章 シリアルコミュニケーションインターフェース(SCI)｣の 12.3.8シリアルポートレジスタ(SCSPTR)におけるビット 0

の説明表について以下のように修正します。 

【変更前】 

      ビット：   7       6      5      4       3          2        1       0 
EIO - - - SPB1IO SPB1DT - SPB0DT 

      初期値：  0       0       0      0       0         0         0       0 

      R/W：   R/W      -       -       -      R/W      R/W       -      R/W 
ビット ビット名 初期値 R/W 説明 

0 SPB0DT 0 R/W シリアルポートブレークデータ 
SPB0IOビット、SCSCRの TEビットとあわせて、TXD端子を制御します。 
ただし、PFC(ピンファンクションコントローラ)で TXD端子機能を選択して 
おく必要があります。 
 

SCSCRの 
TEビット 
設定値 

SPB0DT 
ビット 
設定値 

TXD端子状態 

0 0 ローレベル出力(初期状態) 
0 1 ハイレベル出力 
1 * シリアルコア論理に従って送信データ出力 

 
【注】* Don’t care 
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【変更後】 

      ビット：   7       6      5      4       3          2        1       0 
EIO - - - SPB1IO SPB1DT - SPB0DT 

      初期値：  0       0       0      0       0         0         0       1 

      R/W：   R/W      -       -       -      R/W      R/W       -       W 
ビット ビット名 初期値 R/W 説明 

0 SPB0DT 1 W シリアルポートブレークデータ 
SCSCRの TEビットとあわせて、TXD端子を制御します。 
ただし、PFC(ピンファンクションコントローラ)で TXD端子機能を選択して 
おく必要があります。 
 

SCSCRの 
TEビット 
設定値 

SPB0DT 
ビット 
設定値 

TXD端子状態 

0 0 ローレベル出力 
0 1 ハイレベル出力(初期状態) 
1 * シリアルコア論理に従って送信データ出力 

 
書き込み専用ビットです。読み出したら不定が読み出されます。 
【注】* Don’t care 

 

 

｢第 12章 シリアルコミュニケーションインターフェース(SCI)｣の P12-45 12.4.5 マルチプロセッサシリアルデータ送信の 2

行目について以下のように追記します。 

 

【変更前】 

  ID送信サイクルでは SCSSRのMPBTを 1にセットして送信してください。 

 

【変更後】 

  ID送信サイクルでは SCSSRのMPBTを 1にセットして送信してください。実際に IDが送信されるまでMPBTを１に保

持してください。 

 

 

｢第 12 章 シリアルコミュニケーションインターフェース(SCI)｣の図 12.16 マルチプロセッサシリアル送信フローチャートの

例の[2]に追記します。 

 

【変更前】 

 最後に TDERフラグを 0にクリアしてください。 

 

【変更後】 

 最後に TDERフラグを 0にクリアしてください。SCI初期化の後、IDを送信のため、IDを SCTDRに書き込むと、直後に

SCTSRにデータが転送され、TDREフラグが 1にセットされます。この時点では、まだ IDが TxD端子から送信されていない

のでMPBTビットを 1に保持してください。IDの次に送るデータを SCTDRに書き込んだ後の TDREフラグが 1にセットさ

れたときにMBPTビットを 0にクリアしてください。 
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｢第 12章 シリアルコミュニケーションインターフェース(SCI)｣の P12-52 12.7.4 ブレークの送り出しの 1行目と 4行目につ

いて以下のように修正します。 

 

【変更前】 

 TXD 端子は、シリアルポートレジスタ(SCSPTR)の SPB0IO、SPB0DT ビットで入出力条件とレベルを決めることができま

す。 

 

このため、最初は SPB0IOと SPB0DTビットを 1に設定(出力、ハイレベル)しておきます。 

 

 

【変更後】 

 TXD端子は、シリアルポートレジスタ(SCSPTR)の SPB0DTビットで入出力条件とレベルを決めることができます。 

 

このため、最初は SPB0DTビットを 1に設定(出力、ハイレベル)しておきます。 

 

 

｢第 20章 レジスタ一覧｣ P20-26のWTCNTのスリープを以下のように修正します。 

 

【変更前】 
レジスタ略称 パワーオン 

リセット 
マニュアル 
リセット 

ソフトウェア 
リセット 

モジュール 
スタンバイ 

スリープ モジュール 

WTCNT 初期化 保持 保持 － 保持 WDT 
 

【変更後】 
レジスタ略称 パワーオン 

リセット 
マニュアル 
リセット 

ソフトウェア 
リセット 

モジュール 
スタンバイ 

スリープ モジュール 

WTCNT 初期化 保持 保持 － － WDT 
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